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野蒜復興新聞 
野蒜まちづくり協議会 

東松島市へ提言書提出 
10
月
16
日
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
10
名
で
東
松
島
市
役
所

に
お
い
て
、
阿
部
秀
保
市
長
に

提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
書
（
裏
面
に
記

載
）
に
は
今
年
7
月
か
ら
野

蒜
地
区
住
民
へ
参
加
を
呼
び

か
け
、
4
つ
の
班
（
復
興

班
、
産
業
振
興
班
、
教
育
施

設
班
、
医
療
福
祉
班
）
に
分

か
れ
延
べ
21
回
の
話
し
合
い

の
場
を
も
う
け
計
画
し
た
も

の
で
す
。
今
後
市
役
所
や
そ

の
関
係
者
な
ど
で
具
体
的
な

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
詳

細
を
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
計
画

に
地
域
と
し
て
の
思
い
や
考

え
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い

け
る
よ
う
、
こ
の
提
言
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言

書
が
そ
の
ま
ま
復
興
計
画
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
地
域
住
民
と
市

役
所
関
係
者
と
の
協
議
の
場

を
も
ち
な
が
ら
、
復
興
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
、
促
進
し
て

い
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
11
月
に
は
新
し

い
協
議
会
の
設
立
の
計
画
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
野
蒜
地
域
の
跡
地
利
用

計
画
だ
け
で
な
く
、
集
団
移

転
先
の
土
地
利
用
計
画
を
よ

り
具
体
的
に
住
民
と
市
関
係

者
、
専
門
家
と
共
に
協
議
し

て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

今
後
の
具
体
的
な
予
定
も
決

ま
り
次
第
お
伝
え
し
て
参
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
各
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
提

言
書
へ
込
め
た
思
い
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
提
言
を
生
か
し
て
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

大
事
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
」「
東
松
島

市
に
は
千
人
規
模
の
人
が

収
容
で
き
る
文
化
施
設
は

な
い
、
新
し
い
集
団
移
転

地
へ
こ
の
よ
う
な
施
設
を

誘
致
し
て
も
ら
い
た
い
」

「
集
団
移
転
先
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
形
成
策
定
に
お

野蒜まちづくり協議会の齋藤壽朗会長より

阿部秀保市長に提言書が提出されました  

い
て
は
、
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
お
よ
そ
363
名

中
５２
％
の
方
が
旧
行
政
区

別
の
団
地
形
成
を
望
ん
で

お
り
、
こ
の
結
果
を
考
慮

し
た
計
画
と
し
て
も
ら
い

た
い
」
な
ど
。
阿
部
秀
保

市
長
か
ら
は
「
東
松
島
市

で
の
用
地
買
収
に
お
い
て

は
同
意
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
は
三
年

半
を
ど
れ
ほ
ど
加
速
で
き

る
か
、
市
役
所
と
JR
さ

ん
、
関
係
者
と
声
を
大
に

し
て
、
ま
た
議
会
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
。
提

出
し
て
い
た
だ
い
た
提
言

書
は
市
の
計
画
と
重
な
る

部
分
も
あ
る
が
、
実
現
に

は
県
や
国
と
協
議
が
必
要

な
も
の
も
あ
る
。
復
興
に

は
全
力
で
取
り
組
む
の
で

今
後
も
意
見
を
聞
か
せ
て

欲
し
い
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
む
け
て
協
議
を
続

け
て
参
り
ま
す
。 

野蒜まちづくり協議会の各メンバーから提言書への説明 



 

 
 

提言書 

提言図 

内 

 

 

容 

復興班 産業振興班 教育施設班 医療福祉班 
1. 緊急時避難道路の整備（提言図①②③④⑤） 

! 野蒜地区住民(含む野蒜海岸から)の緊急避難道路として、提
言図で示した 縦①②③(南北)3本、横④(東西)１本の整備

をする。道路形態:二車線+歩道、JR仙石線とは立体交差。

縦③道路は中下地区へ車で移動出きるものとする。 

! 大塚地区から浅井地区へ抜ける道路⑤は二車線に拡幅舗装
する。 

 

2. 市指定避難場所の設定及び整備（提言図⑥⑦⑧⑨⑩） 
! 野蒜地区在住住民の一時避難場所として、提言図で示した 5
ヶ所(⑥⑦⑧⑨⑩)を選定(最終は各行政区別に決定する)し

ました、  つきましては、市指定避難場所の設定及び整備(標

識板等)をする。 古い標識の撤去も同時実施。 

 

3. 集団移転先のコミュティ形成の提言(アンケート集計結
果資料)  

! ”旧行政区別での集団移転方法”も選択肢に加えるようにす
る。参考) 8月下旬の野蒜地区集団移転説明会の参加者の

アンケート集計結果、363人中 52%の方が”旧行政区別の

団地形成”を望んでいます。旧行政区別集団移転の方法事例

として、旧行政区に居た方がグループ単位で同一地区に移転

(仙台市にて計画中：住宅敷地区画、公営住宅区画、内のあ

る一定の区画を指定) 

 

4. 津波防災区域内の避難場所の設置（提言図⑪⑫⑬⑭） 
! 津波防災区域内にある「かんぽの宿」と「鳴瀬二中」「JR野
蒜駅舎」「野蒜小学校」の建物を整備して緊急避難場所とす

る。 

 

5. 在宅地域の安全対策 （提言図⑮） 
! 県道奥松島公園線の路面の補修を要望する。 
野蒜地区住民(まちづくり協・防犯防災部会、野蒜防犯協会)

で月 4回 青色回転灯付き車で野蒜地区及び野蒜地区仮設住

宅をパトロールしているところで あるが、震災関連の大型

バス、大型ダンプ、トレーラ等がこの道路を多数通過する よ

うになり、震災による路面段差で走行振動が大きく、周辺の

住宅への振動 さらに交通事故発生が懸念されるので、住宅

地帯を重点に路面の補修をする。 隣の松島町は平成 24年 9

月再度実施している。 

! 防犯灯の増設 
在宅住民宅がまばらとなっており、夜間に暗いところが多く

なっている。 

 

6. その他 
! JR仙石線の 2015年度以前の前倒し全面復旧  
! 防潮堤(2線堤、3線堤)の丁張(サンプルとして)の設置 
! 東日本大震災で野蒜地区内の主な場所への“津波到達場所
（または高さ）表示板”の設置。 

1. 松林と運河のある街づくり（提言図） 
! 野蒜まちづくりのテーマを「松林と運河
のある街」とし、野蒜海岸の再生、余景

の松林の再生のため松を植林し、また運

河を活用して地域内外の人たちが交流

していく魅力的な空間を形成していく。 

 

2. 運河を活用した観光振興（提言図） 
! ウォーターフロントの計画のような、運
河へボートや遊覧船を走らせ嵯峨渓巡

りなどを実施していく。また運河沿いに

は宿泊施設を設置し、運河を利用した滞

在型の観光地としてのまちづくりを目

指していく。 

 

3. メインとなる商業施設の誘致（提言図） 
! 旧野蒜駅周辺へかんぽの宿のような以
下の機能を提供できる大規模な施設を

建設し、そこを観光の拠点とし周辺へ商

業施設を誘致していく。 

" 大規模施設（かんぽの宿のような） 
" 道の駅構想（上品の郷のような） 
" 農家レストラン 
" 農業漁業体験学習施設 
" 温泉施設 
" つりぼり 
 

4. 野蒜海岸の再開とスポーツ施設の整備
（提言図） 

! 野蒜海岸の清掃と整備を実施し、も

う一度マリンスポーツとして産業振興

を推進するため、野蒜海岸を再利用す

る。また跡地を利用し年間を通して利用

できるマレットゴルフ場の整備をする。 

 

5. 農業産業研究•振興ゾーン（提言図） 
! 野蒜住民の雇用を確保していくた

めに、地域資源を最大限に活用してい

く。具体的には、洲崎地区の農用地区域

を農水産業研究•振興ゾーンとし、以下

のような関連する施設整備を図ってい

く。 

" 農業•水産試験場（牡蠣や海苔な
ど） 

" 観光農園（体験農園） 
" 牡蠣小屋や地場産業施設 

1. 小学校と中学校の建設完了の早期実現 
! 安心して子育て世代に暮らしてもら

うために、早急に子供たちの教育環境の充

実を図る必要がある。また、小中学校の仮

設校舎での教育環境の不備を解消するた

め早期完成を目指し野蒜地区集団移転先

への小学校、浅井地区丘陵部への中学校の

両施設の検討体制の構築を図り、施設の早

期実現を推進していく。なお、施設検討に

あたっては、子育て世代のニーズを反映し

ていくものとする。 

 

2. 小学校と中学校への通学路の整備（提言
図） 

! 小中学校の移転新設に伴い、安全な通

学路を確保する必要がある。新東名地区か

ら中下地区へぬける新東名•大茂倉線①

をそのまま直線に延長し、建設予定の中学

校まで続く通学路を整備する。また、大塚

地区から浅井地区へぬける大塚•浅井線

⑤を通学路とし整備する。 

 

3. 小学校と中学校を木造建築 
! 温もりのある環境の中で伸び伸びし

た子供に育ってもらうために、小中学校は

地場材を活用した木造校舎としたい。木造

校舎は、地域のシンボルになるようなデザ

インとする。 

 

4. 運動公園と教育施設再建（提言図） 
! 震災前に利用されていたバウンズの

ような運動公園と教育施設の機能を野蒜

に維持していくことが、環境未来都市で示

されているような魅力的な野蒜のまちづ

くりを実現するために欠かせない。以下に

必要と思われる施設を列記する。 

" 文化施設（千人規模の文化施設を移転
先へ） 

" 保育園／幼稚園 
" 野球場 
" 総合体育館（バスケット／卓球／ハン
ドボール／バトミントン） 

" 陸上競技場に併設したサッカー場と
ラグビー場 

" マレットゴルフ場 
" テニスコート 
" プール 
" 農業漁業体験学習施設 

1. 診療施設の早期設置 
! 現在も野蒜地区には従来の土地・家屋

で生活している市民が多数いる。一方で診

療施設や病院等は津波にて流失してしま

い、現在の野蒜地区は無医村状態となって

いる。住民の健康維持管理、安全・安心の

確保を目的として高台移転地域を含む新

しい野蒜ができるまでの措置として、診療

施設又は巡回医療等による医療サービス

の早期復帰を要望する。なお、早急に対応

することを念頭に、亀岡地区センター等の

既存施設の再活用を検討する。 

 

2. 診療所及び総合福祉施設の設置（提言図） 
! 新しい野蒜における住民の利便性等

を踏まえ、現在計画されている JR 仙石線

東名駅周辺に診療施設と高齢者福祉、子育

て支援等を担う総合福祉施設を隣接する

形で設置する。 

 

3. 介護施設の設置 
! 震災前に野蒜地区で活動を行ってい

たやすらぎ会に野蒜での再開を働きかけ

る。そのため、復興部会において設置場所

等を検討し、早期の再開ができるように検

討・協力を図っていく。 

 

4. 公園施設の設置（提言図⑯） 
! 子供たちの遊び場、高齢者の憩いの場

として旧 JR 仙石線⑯を遊歩道として整備

すると共に、遊歩道に併設する形で公園施

設の設置を要望する。公園施設は遊歩道に

隣接する形で、車道とは距離を置くことに

より、子供たちの安全の確保を図る。 

 

5. 緊急避難経路及び避難場所の設置及び周
知 

! 新しい野蒜ができるまでの措置とし

て、現在の在宅生活者等に向けた緊急時の

避難経路及び避難場所の検討を行うとと

もに市民への周知を要望する。先般の 8月

31 日に発生したフィリピン沖地震による

津波警報の際にも、市民はどの経路を通

り、どこに避難するべきかわからず困難を

極めた。早急に現在の状況に即した避難経

路及び避難場所の設置が必要である。 
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